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芦田　正之 S40交短機 
S43経営 

〒708-0824　津山市河辺1155－31 
（株）コスモツーリスト内 （0868－26－5423） 

香 川 県 支 部  長田　恒久 S43短自 
S46機械 

Ｓ45交機 

〒769-1407　香川県三豊郡仁尾町丁319－6 
前川宗正 （0875－82－3983） 

大 学 支 部  荒木　一雄 〒574-8530　大東市中垣内3－１－１ 
大阪産業大学内 （072－875－3001） 

愛 媛 県 支 部  能智　正雄 Ｓ46経営 〒799-1101　愛媛県周桑郡小松町大字新屋敷甲 
3084-9 （0898－72－2194 ） 

吹 田 支 部  伊藤　孝義 S27交短運 〒564-0083　吹田市朝日が丘町12－22 
（06－6388－7100） 

大 分 県 支 部  小畑　京治 S51経営 〒870-0252　大分市大在浜266ー1 
姫野一彦 （097－593－1606） 

兵庫県西支部 大久保　司 S46経営 〒670-0061　姫路市西今宿2－4－6 
（株）ビジネスサービス内 （0792－98－1000） 

大阪日産モーター支部 神馬　克之 S47短自 〒550-0015　大阪市西区南堀江3－14－22 
大阪日産モーター（株）内河崎祐次 （06－6541－2310） 

高 知 県 支 部  大久保隆教 S43短自 〒780-0004　南国市大　甲2270 
（0888－64－2548） 

大阪北河内支部 津曲　逸雄 S49交機Ⅱ 
〒571-0006　門真市上馬伏21-5-1 
津之宮自動車整備（072－882－8022） 

奈 良 県 支 部  森田富士男 S45経営 〒630-8268　奈良市大豆山町10 
（0742－24－5903） 

和歌山県支部 山西　義彦 S43経営 〒642-0024　海南市阪井992 
（073－487－3356） 

大阪中・南河内支部 吉内　秀徳 S43経営 〒579-8035　東大阪市鳥居町5－7 
吉内保険事務所 （0729－84－7272） 

長 崎 県 支 部  平尾　武次 S47交機 〒851-0133　長崎市矢上町724-1 
（有）平尾ダンボール内 （095－838－2063） 

三 重 県 支 部  渡邊　　優 S46経営 

関 東 支 部  井上　静也 S43交機Ⅱ 〒224-0008　横浜市都築区荏田南1－20－4－1102 
（045－941－5202） 

新 潟 県 支 部  内山　義雄 S54交機 〒947-0002　新潟県小千谷市横渡1008－2 
（0258－82－1212） 

福 井 県 支 部  早瀬　俊雄 S44経営 〒914-0314　敦賀市杉箸84－14 
（0770－27－1610） 

鳥 取 県 支 部  下山　博司 S47経営 〒680-0146　鳥取県岩美郡国府町大字町屋265 
（0857－22－1525） 

広 島 県 支 部  重見　　定 〒739-1201　広島県高田郡向原町坂6711－3 
（0826－46－7011） 

大 阪 市 支 部  石本　　理 S44経営 〒557-0054　大阪市西成区千本中1－19－6 
高見新一 （06－6652－5675） 

鹿児島県支部 赤崎　一弘 S43交機Ⅱ 〒890-0055　鹿児島市上荒田町849 
有馬順一郎 （099－255－6711） 

北 海 道 支 部  浜田　修平 S38交短自 〒042-0914　函館市上湯川20－10 
（0138－57－9126） 

大阪日産自動車支部 鮫島　好徳 S42短自 〒551-0021　大阪市大正区南恩加島6－3－10 
（06－6551－2865） 

福 岡 県 支 部  藤　　洋一 S45経営 〒811-1211　福岡県筑紫郡那珂川町今光5－46 
（092－952－1437） 

兵庫県南支部 西山　　均 S48機械 〒651-1213　神戸市北区広陵町6-5 
（078－583－1280） 

宮 崎 県 支 部  朝倉英二（代行） S56交機 〒880-2112　宮崎市大字小松1941-57 
（0985－48－2799） 

徳 島 県 支 部  筒井　健一 S48短自 〒772-0053　鳴門市鳴門町土佐泊浦字高砂186－16 
芝野光 （088－687－0136） 

埼 玉 県 支 部  鈴木規久男 S39交短経 〒350-1317　狭山市水野384－15 
高橋正秋（042－958－2854） 

兵 庫 県 北 支 部  岸本　隆男 S43交機 〒667-0012　兵庫県養父郡八鹿町伊佐17－2 
田村静夫 （0796－62－6855） 

京 都 府 支 部  西村　新一 S39交短自 
〒607-8471　京都市山科区北花山大峰町1－10 
柴橋信行 （075－581－9744） 

〒510-0854　四日市市塩浜本町1ー53 
水野直樹 （0593－46－2529） 

34 韓国総同門会 崔　　範一 H元経営 
132－3 Samjeon-Dong,Songpa-Gu SEOUL,KOREA 
(RE301DaeMyeong B/D9)洪 義晶（02ー414ー6241） 

32 大阪泉州支部 加藤　　豊 S43経営 
〒591-8002　堺市北花田町4丁目94ー30 
（有）グランコーヒー内 （0722ー50ー3105） 

33 台 湾 校 友 会  張　　明 S61経営 
台北市松江路108ー23 
（02ー2565ー1712） 

35 滋 賀 県 支 部  田中　善昭 S45経営 
〒528-0067　滋賀県甲賀郡水口町山3919－133 
柴原延行 （0748－62－8561） 

36 兵庫県東支部 松山　雅夫 S54経営 〒530-0047　大阪市北区西天満5ー10ー9 
松和写真製版内（06－6311－8731） 

S47経営 

発行日 平成16年10月8日　 

発　行 大阪産業大学校友会  〒574-8530 大東市中垣内3－1－1 

フリーダイヤル 0120－84－3040 

Ｔ Ｅ Ｌ 072－875－3040（直通） 072－875－3001（内線7730） 

Ｆ Ａ Ｘ 072－875－0398 

印　刷 （株）廣済堂 

凡友 第67号 大阪産業大学校友会会報 
ぼ ん　 ゆ う 

会員総数63,248名 
（平成16年9月1日現在） 

号 第 67
2 0 0 4・秋  

平成１６年度 校友会総会・懇親会のご案内、 
校友会会長賞授与、 校友会の目的 ・ 活動意義について ……………2～3 

学園便り／ソーラーカー・アテネを走る/大学役職者紹介 ほか………4～5 

校友の活躍ぶり拝見（蜂須賀廣志さん） ……………………………………6 

校友のひろば／水谷繁博さん・永瀬忠志さん………………………………7 

特別寄稿（相談役・里昇）、 エクステンションセンター……………………8 

平成１７年度子女入学特典制度………………………………………………9 

支部レポート …………………………………………………………10～11 
（兵庫県南、大阪日産自動車、兵庫県北、韓国、徳島県、関東、大阪泉州、長崎県、兵庫県西、大阪市、新潟県） 

私たち、がんばりました …………………………………………… 12～13 
（硬式野球部全国大会初出場、クラブ・同好会一覧 ほか） 

校友会からのお知らせ………………………………………………14～15 
（活動報告、平成15年度決算、アンケートの結果について、校友会総会案内、スイートカップル ほか） 

（上）中央キャンパス（下）東部キャンパス 
e-mail  koyukai@cnt.osaka-sandai.ac.jp 

URL http://koyukai.cnt.osaka-sandai.ac.jp/ 
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校友会会長賞授与 
（平成15年度卒業式） 

2 校友会総会・懇親会のご案内 3大阪産業大学校友会会報　凡友67号 

平成１６年度 校友会総会・懇親会のご案内 

11月3日、大学祭（阪駒祭）に  合わせて開催 11月3日、大学祭（阪駒祭）に  合わせて開催 
今年度の総会は、大学祭に合わせてキャンパス内にて開催いたします。久し振りに大学に集い、 
懐かしい友や在学生と楽しい時間を過ごしませんか？たくさんの校友のご参加をお待ちしています。 

　総会・懇親会のほか、校友会では大学祭（阪駒祭）期間中の
10月31日（日）～11月2日（火）までの3日間、校友会テント
を設置して大学祭に参加します。飲み物等準備してお待ちして
おりますので、気軽にお立ち寄りください。 

大阪産業大学を卒業された皆様へ 

電話 072-875-3040　FAX 072-875-0398　フリーダイヤル 0120-84-3040
e-mail  koyukai@cnt.osaka-sandai.ac.jp 
URL  http://koyukai.cnt.osaka-sandai.ac.jp/

一部学生自治会　会　長 山本 泰史さん（工学部・土木工学科） 

体 育 会 本 部　本部長 飯沼 慶典さん（経済学部・国際経済学科） 

文 化 会 本 部　本部長 下西 庸佑さん（経営学部・流通学科） 

夜間主コース自治会　委員長 河合 大介さん（工学部・交通機械工学科夜間主コース） 

　大学を卒業されて間もない方、また「もうずいぶん昔のこと」
と思われる方など、さまざまな方が、本誌・大阪産業大学校友
会会報「凡友」をご覧いただいていることと思います。 
　ところで皆さんは、卒業されてから母校を訪ねられたことは
ありますか？　また、同窓生とお会いになったことはありますか？
　ひょっとすると今でも、ともに母校で青春の一時期を過ごし
たご友人と、お仕事やプライベートでお付き合いが続いている
方もいらっしゃるかもしれません。あるいは、学生時代親しかっ
たご友人と長い間、音信がなく「どうしているかな？」とたまに、
ふっと思い出しておられる方もいらっしゃることでしょう。 
　 
　大阪産業大学校友会は、母校を卒業された同窓の方たちの
そんな思いを出発点として、昭和45（1970）年1月、会員相
互の親睦と母校への貢献を目的に発足しました。発足当時は
少なかった会員数も三十数年を経て現在では約6万名を超え
るまでになりました。その間、毎年の総会・代議員会をはじめ、
さまざまな行事・イベントを行い、台湾・韓国の海外を含め、地
方におられる卒業生のために、各地域支部による活動にも力を
入れてまいりました。 
　今後も校友会としては、一人ひとりの会員が同窓生との親睦
を図り、交遊を広げ深めることで、人生の豊かさを満喫しても
らうとともに、時にはお仕事上の交流にも活かしていただけれ
ばと思っています。あわせて、母校・教育活動への支援・貢献も
さらに充実させていきたいと考えております。 
　皆様方におかれましては、ぜひ、この校友会活動の意義をご
理解いただき、これからも積極的なご協力、ご参加を賜わりま
すよう、あらためてお願い申し上げる次第です。 

懇親会 
校友の杜 
11月3日（水・祝日） 

総会 
16号館 6階大教室 
11月3日（水・祝日） 

校友会テント（中庭） 
10月31日（日）～11月2日（火） 

平成16年11月3日（水・祝日） 

◎ 総　会　12：00～16号館6階大教室 

◎ 懇親会　総会終了後、「校友の杜」テント会場 

◎ 正会員　1，000円 

◎ 会員ご家族、Ｈ16年3月新卒業生　無料 
（大学祭で利用可能なチケットをお渡しします） 

◎ 飲み物　無料配布 

◎ 食べ物　大学祭出展テントをご利用ください。 

◎ 校友会地域支部「物産展」開催 

日　時 

会　費 

催し物 

校友会会長賞授与  

校友会活動に対するご意見等は、下記の校友会事務局へ 

校友会の目的・活動意義について 

大学祭期間中に、校友会テントを設置！ 

※アクセス 

当日、一般来校者用の駐車場はありませんので、電車、バスでお越しください。 

JR東西線「野崎駅」より徒歩15分。また、野崎駅南の外環状線高架下より専用 

バスを運行の予定ですのでご利用ください。 

大阪産業大学校友会事務局 〒574-8530 大東市中垣内3-1-1

　校友会は、平成15年度卒業

生より、大学の自治会、体育会、

文化会で尽力された学生を表彰

することになりました。今年度は、次の4名の方々に校友会会長

賞として表彰状と記念品を贈り、その功績をたたえるとともに、

今後の校友会活動へのリーダーシップを期待します。 

校友会会長賞授与 
（平成15年度卒業式） 

　今年2月に開催された支部長会議において、支部企画によ
る大学祭へのイベント参加（模擬店、物産展、踊り、Uターン相
談コーナー等）の提案があり、採択されました。 
　校友会本部では各支部に参加を呼びかけた結果、10件の
応募があり、7月の幹事会で全件の実施が承認されました。 

　各支部では破格もしくは無料のイベントを用意していますので、
是非お立ち寄りください。 

大学祭へ10支部がイベント参加 

支部名 
九州ブロック 
（4県合同） 

京都府 

兵庫県西 

兵庫県南 

香川県 

北海道 

岡山県 

徳島県 

新潟県 

韓国総同門会 

イベント名および概要 
九州居酒屋　地酒・物産品の販売 
（大分県・長崎県・鹿児島県・宮崎県支部） 

おいでやす京都　京都の特産品配布、地酒の試飲 

播州手延素麺およびOOSURAの水の展示販売 

趣味工房村　竹炭と陶芸作品の出展販売 

さぬきうどん店　食事の提供および土産の販売 

北海道うまいもの市　ホタテ貝の焼き物とじゃがバター 

各種備前焼高級品の格安販売 

物産展（すだち、鳴門わかめ、金時いも）と阿波踊り 

越後名産店　名産品の販売、ふるまい酒 

焼肉・キムチの販売 

16号館 3階 
校友会事務局 
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8
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6号館 
2号館 
3号館（短期大学部） 
13号館（環境デザイン学科） 
10号館（電気電子工学科） 
4号館（機械工学科） 
8号館 
クラブハウス 
15号館（交通機械工学科）（情報システム工学科） 
大阪桐蔭中学校、高等学校東館 
総合教育棟 
大学バスターミナル 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

本館〈11号館〉（経済学部） 
12号館 
9号館 
7号館（都市創造工学科） 
総合体育館 
新産業研究開発センター 
綜合図書館 
5号館 
14号館（経営学部）（教養部） 
16号館（人間環境学部） 

1 大阪桐蔭中学校、高等学校本館 



大学院・大学・短期大学部 

平成16年度大学役職者紹介 

平成16年度特色ある大学教育支援プログラムに 
本学の取り組みが採択されました 

工学部機械工学科・交通機械工学科 
夜間主コース学生募集停止のお知らせ 

平成15年度退職者 

名誉教授 

4 学園便り 5大阪産業大学校友会会報　凡友67号 

国際ソーラーカーレース 
「Phaethon2004」で準優勝 

ソーラーカーアテネを走る 

　太陽光のみをエネルギー源として走行する
ソーラーカーのレースがギリシャで行われ、本
学自慢のOSU model S' が出場しました。  

　このレースはアテネオリンピックを記念して
行われたもので、オリンピック・スタジアム近く
からスタートし、オリンピック発祥の地オリンピ
アなどを巡ってアテネに戻る800kmの行程を
5日間で走るというものです。  
　レースには世界10カ国からのエントリーが
あり、中には7,000万円もするソーラーパネル
を使用した台湾チーム、3億円もの大金をかけ
て製作したオランダチームなど強豪揃いの15
チームが参加しました。OSU model S' は競
技車の中でも際だって優れた性能を有し、車体
重量140kgと軽量で、本レース中の最高速度
は131km/hを記録しました。  

　レースはまずサーキットレースが行われ、同
じ関西から出場した芦屋大学チームとデッドヒ
ートを繰り返したすえ、惜しくも5秒遅れの2位
となり、本レースのスタート順位は2番となりま
した。OSU model S' の4輪車に対して最強
のライバル芦屋大チームは3
輪車として重量を軽くしたた
め最高速度は本レース中に
155km/hを記録するなど、そ
の高速性能が優勝を決めたポ
イントだったようです。  
　レースは5月22日～29日
にかけて行われ、レース結果は
第1位芦屋大学33時間02分
01秒、第2位大阪産業大学
34時間29分18秒、第3位
Principia University（アメリ
カ）42時間49分12秒であり
ました。その記録より1位と2
位が3位以下のチームを圧倒
していることが推察できます。  
　この大阪産業大学と芦屋大学の両チームが
アテネで行ったデッドヒートの模様はNHKが取
材し、3回（うち1回は全国ネットで12分間）に
わたり放映されました。  
　大阪産業大学チームの代表藤田久和氏（短

期大学部講師（S52交機・上の写真右前））は「芦
屋大学に負けて2位になったのは悔しいけれど、
今後さらに技術を磨いて、次の機会には取り返
したい。」と力強く語られました。 

学 園 便 り  

学位取得 

機械工学科　澤井猛講師 
慶応義塾大学から「博士（工学）」の学位 

学位取得 

　工学部機械工学科の澤井講師は、平成16
年3月3日付けで、慶応義塾大学から「博士（工
学）」の学位を授与された。同講師の研究を
まとめた論文「アルミニウム合金同種摩擦
圧接における継手性能の圧接入力による評価」
が所定の審査、試験に合格した。 
　澤井講師は、昭和63年3月大阪産業大学
機械工学科を卒業、同年4月工学部技術員
として着任、平成5年10月助手に昇任、平成
16年4月講師に昇任された。 
　主な所属学会は、機械学会、軽金属学会、
精密工学会、設計工学会など。 

平成16年度特色ある大学教育支援プログラムに 
本学の取り組みが採択されました 

工学部機械工学科・交通機械工学科 
夜間主コース学生募集停止のお知らせ 

平成15年度退職者 

名誉教授 

平成16年3月31日付の退職者は次の通り。長年のお勤めに心から感謝の意を申し上げます。 

2004年7月30日 
瀬島順一郎学長より 
授与されました。 

大学院・大学・短期大学部 

平成16年度大学役職者紹介 

（敬称略） 

（敬称略） 

　文部科学省が7月30日に発表した「特色ある大

学教育支援プログラム（特色ＧＰ※）」の採択校の

一つに本学が選ばれました。 

　昨年度からはじまった特色ＧＰとは、学生教育に

関する優れた取り組みを国公私立を通じたコンテ

スト形式で選ぶことにより、大学・短大での教育を

充実させるのが狙いです。採択校は数年にわたっ

て補助金を得ることができます。 

　今年度は534件の応募の中から58件が採択さ

れ、そのうちの一つに選ばれた本学の取り組みは『大

学と地域で築く21世紀型ひとづくり共・育』で、地

元である東大阪の中小企業の「ものづくりネットワ

ーク」との連携を通して「アントレプレナー型エン

ジニア」の育成を行うというものです。このほかの

取り組みとして、『地域と大学が育てる「健康運動

実践指導者」』『起業家精神を育てる産学連携大

学院教育』の2件も現代的教育ニーズ取組支援プ

ログラム（現代GP）に申請しました。 

※ＧＰとは「優れた実践」を意味する「Good・Pract ice」の略。 

　平成17年4月1日より、工学部機械工学科と同

交通機械工学科の夜間主コースの学生募集を停

止することが、3月期の理事会で決定されました。

両学科では平成12年度から若者の多様化した生

活形態に対応するため、昼夜開講制度を実施し、昼

夜を問わず教育・研究活動を展開してきました。 

　しかし、近年では夜間主コースへの志願者の減

少に加えて、中途退学者の増加が著しい等、夜間

主コースの在り方やニーズが大きく変遷したため、

学生募集停止となりました。 

経 営 学 部 教 授  

経 営 学 部 教 授  

経 営 学 部 教 授  

経 営 学 部 教 授  

経営学部助教授  

経 済 学 部 教 授  

経 済 学 部 教 授  

経 済 学 部 教 授  

経 済 学 部 教 授  

工学部交通機械教授 

工学部交通機械教授 

工 学 部 教 授  

工 学 部 教 授  

工 学 部 教 授  

工 学 部 教 授  

工 学 部 教 授  

工 学 部 教 授  

工 学 部 教 授  

工 学 部 教 授  

工 学 部 教 授  

工 学 部 教 授  

工 学 部 講 師  

教 養 部 教 授  

教 養 部 教 授  

教 養 部 教 授  

教 養 部 助 教 授  

教 養 部 助 教 授  

短期大学部教授  

財務部経理課課長 

財務部管財課用務員 

人権教育啓発室長 

学生部学生生活課長補佐 

産業研究所事務室事務長 

 

石原　肇 

片山　益男 

佐伯　力 

山口　薫 

安田　義郎 

井出　満 

大川　勉 

今野　修平 

丸茂　新 

赤木　新介 

飯田　昌二 

加藤　邦男 

坂本　勇 

重光　世洋 

高野　博夫 

西村　誠一 

松尾　榮二 

山村　悟 

脇山　廣三 

福井　毅 

酒井　章吾 

小板　隆浩 

永石　憲吾 

古澤　允雄 

山元　哲朗 

田中　和男 

延里　嘉保 

村上　一實 

大沢　徳 

築山　碩道 

東芝　立 

紀　俊一 

植田　久 

 

学長 
教授 
せじま　   　　じゅんいちろう 

瀬 島 　 順 一 郎  
（教養部） 
専攻／心理学（行動分析） 

工学部長兼 
大学院工学研究科長 
教授・工学博士 
かごたに　　　まさのり 

籠 谷 　 正 則  
（交通機械工学科） 
専攻／機械要素 

産業研究所長 
教授・工学博士 
すぎむら　　　あきひこ 

杉 村 　 明 彦  
（情報システム工学科） 
専攻／応用物性 

副学長 
教授・博士（法学） 
いわもと　　　　　いさお 

岩 本 　 　 勲  
（教養部） 
専攻／政治学 

教養部長 
教授 
たにだ　　　　しんいち 

谷 田 　 信 一  
（教養部） 
専攻／哲学、倫理学、教育学 

綜合図書館長 
教授・工学博士 
たにぐち　　　おきのり 

谷 口 　 興 紀  
（環境デザイン学科） 
専攻／環境デザイン原理 

副学長 
教授・博士（工学） 
すずき　　　　あきお 

鈴 木 　 晶 雄  
（電気電子工学科） 
専攻／電子デバイス 

短期大学部長 
教授・博士(工学) 
よこい　　　　まさゆき 

横 井 　 雅 之  
（自動車工業科） 
専攻／機械力学 

情報科学センター所長 
教授・工学博士 
なかむら　　　やすのり 

中 村 　 康 範  
（機械工学科） 
専攻／機械工学 

人間環境学部長 
教授・工学博士 
すがはら　　　まさたか 

菅 原 　 正 孝  
（都市環境学科） 
専攻／環境工学 

教務部長 
教授 
かつた　　　　まさひろ 

勝 田 　 政 広  
（経済学科） 
専攻／マルクス経済学 

事務部長 
きむら　　　　けんいちろう 

木 村 　 建 一 朗  

就職センター長 
わたなべ　　　としお 

渡 辺 　 敏 雄  

経営学部長兼大学院経営・ 
流通学研究科長 
教授 
つだ　　　　　もりゆき 

津 田 　 盛 之  
（流通学科） 
専攻／流通政策 

学生部長 
教授 
なかむら　　　しげひろ 

中 村 　 茂 裕  
（教養部） 
専攻／ドイツ文学 

経済学部長兼 
大学院経済学研究科長 
教授・経済学博士 
たかます　　　　　あきら 

高 増 　 　 明  
（国際経済学科） 
専攻／理論経済学、国際経済学 

入試センター長 
教授 
いわた　　　　　　ひろし 

岩 田 　 　 浩  
（流通学科） 
専攻／経営学 

教養部　古澤　允雄 
専攻／英文学 

教養部　山元　哲朗 
専攻／ドイツ文学 
 

経営学部　石原　肇 
専攻／会計学 
 

経営学部　佐伯　力 
専攻／生産管理論 

工学部　福井　毅 
専攻／材料力学 
 

工学部　松尾　榮二 
専攻／熱移動 

工学部　坂本　勇 
専攻／設計工学 
 

工学部　重光　世洋 
専攻／水工水理学 

短期大学部　村上　一實 
専攻／材料力学 



リヤカーマン・永瀬忠志さん（S52機械）南米大陸縦断 

アルミ製トンボ作り指導で、 
教え子とともに未来へ羽ばたく 
水谷繁博 さん（S47交機） 

6 校友の活躍ぶり拝見 

活　躍　ぶ　り　拝　見 活　躍　ぶ　り　拝　見 活　躍　ぶ　り　拝　見 

浜松から全国の食卓へ 
関西風炭焼うなぎの良さを届けたい 

自動車に携わる仕事に憧れて、  

自動車工業科に入学した蜂須賀さんが、 

関西風炭焼うなぎ専門店「かんたろう」を開業されたのは今から２７年前。 

今回は、楽しい大学時代の思い出とともに、 

そのユニークな転身ぶりをご紹介します。 

蜂須賀 廣志 さん（S45交短自） 
H A C H I S U K A  H I R O S H I

関西風 炭焼うなぎ専門店 

うなぎのかんたろう 蜆塚店 

〒432-8018 静岡県浜松市蜆塚2-2-2 
TEL / FAX.053-455-8823 
〈営業時間〉AM11：00～PM2：00、PM5：00～PM9：00 
日曜定休 

URL  http://www.rakuten.ne.jp/kantarow 
E-mail  kantaro@nifty.com

蜂 

卒 

か 

折 

須賀さんの実家は、浜松でガソリンスタンドを経営されていました。

その影響もあり車が大好きな高校生だったそうです。蜂須賀さ

んはテニス選手としてインターハイを目指したこともある腕前で、別の

大学からスポーツ推薦の話しもあったそうですが、「二級自動車整備士

の受験資格がポイントで、産大に決めました。実は、同じ高校から4人も

産大に進学したんですよ」とのこと。大学時代は4人揃って山田早苗さ

ん宅で賑やかな下宿生活を送っていました。「学校では、自分以上に車

やオートバイのマニアが大勢いてビックリ。生駒山を車で飛ばしている

連中もいて、たまに乗せてもらったことも良い思い出です」と昔を懐か

しんでおられました。 

業後、２２歳で家業を継ぎますが、お父様から「これからの時代、ガ

ソリンスタンドだけでは儲からない」と言われたことを機に別の

商売を模索し始め、着目したのがうなぎ屋でした。「浜松に住んでいなが

ら、うなぎのことは全くの素人。でも浜松なら、うなぎ屋が一番良いと思

ったんです」。それから奥様とふたりで、何軒ものうなぎ屋を食べ歩き、

自分たちの口に合う味を探し求めました。そして、とある関西風うなぎの

店と出会います。関西風はうなぎを蒸さずに焼く調理法で、関東風はう

なぎを蒸してから焼く調理法です。もっぱら浜松では関東風うなぎが主

流ですが、蜂須賀夫妻は関西風うなぎのほうが美味しいと思ったそうです。 

しもその店がパートを募集していたことから、家業に忙しい蜂須

賀さんに代わって奥様がそこでうなぎ屋の商売の仕方を一年間

学びました。そして開業

の準備を始めたちょう

ど同じ頃、退職を考えて

いた前の店の板前の引

き抜きに成功します。知

人から養鰻の業者を紹

介してもらい流通も確

保し、飯田町にかんたろ

う1号店をオープン。最

初は家業との二足の草

鞋で、調理場に立たな

かった蜂須賀さんも、今

では蜆塚の2号店のオ

ーナー兼板前として腕

を奮う毎日です。 

んたろう蜆塚

店のうなぎは

浜名湖産で、注文がき

てからさばいて、備長

炭でじっくり焼き上げ

ます。秘伝のタレも無

農薬大豆を使った天

然醸造の醤油を用い

るなど、蜂須賀さんの

こだわりが詰まってい

ます。「この味を全国

の人々に届けたくて、

2年前から楽天のイン

ターネットショップに

も出店しています」と

蜂須賀さん。ホームペ

ージの作成では、明石

在住でWebの仕事をしている校友の古本篤史さん（Ｈ12院・経営）を偶

然にも知人から紹介され、アドバイスを受けているそうです。蜂須賀さ

んは「ここまで来れたのは人との出会いの一言に尽きます。若い頃は整

備士にも憧れたけど、自分の技術で手を使ってモノを提供するという面

では、うなぎ屋も整備士と同

じ職人。今は日々、達成感を

感じている」と言います。そ

んな蜂須賀さんの職人魂が

今後もさらなる飛躍を遂げ

ることを期待しています。 

　　　（編集部　福田 泰） 

Information
インフォメーション 

　リヤカーマンの愛称で知られる永瀬さんはリヤカーを引いてオーストラリア大陸横断、アフリカ大陸横断、サハラ砂漠縦断など

を完遂したことで有名です。この度、南米大陸縦断に成功してふたたびマスコミに大きく取り上げられたため、冒険家としての地

歩を築き上げたように思われます。永瀬さんは旅支度品を詰め込んで150kgにもなったリヤカーを引っ張り、昨年6月ベネズエ

ラを出発し，5カ国8800kmを歩き続け、本年3月めでたくアルゼンチン最南端の町に到着しました。この偉業を記念して、当編

集部から寄稿をお願いしたところ快く引き受けて下さいましたので以下にその全文を紹介します。下の2枚の写真は昨年9月ボ

リビアで撮影されたものだそうです。なお、永瀬さんは冒険旅行以外の時には講演・執筆活動をされており、冒険旅行の記録とし

ての著書「サハラてくてく記」 （山と渓谷社）、「アジアてくてく記」（同）などがあります。　　　　　　　　（編集部　大平和昭） 

　機械工学科2回生の時、徒歩で日本

縦断（3200km、70日間）をしました。

それ以来、オーストラリア大陸、アフリ

カ大陸、アジアの国々を歩き、昨年6月

から今年3月まで南米大陸徒歩縦断

（8800km、266日間）をしました。  

　さらに今年7月、沖縄島を徒歩で一

周（約310km）し、現在までの歩き旅

の総距離は、地球一周に相当する約4

万kmを越えました。  

　本学2回生の時の日本縦断から今年

で29年。来年は原点に帰り、30年ぶり

に日本縦断をしたいと計画しています。 

校 友 の ひ ろ ば  

「ゆっくり歩いて行こう。ゆっくり歩いていれば、

それだけ多くのことが心に刻まれる。ゆっくり生

きて行こう。ゆっくり生きていれば、それだけ生

きていることをより感じながら生きて行ける。  

だから・・・。ゆっくり歩いて行こう」 

7

　兵庫県立豊岡総合高校（豊岡市加広町）電機
応用工学科教諭の水谷繁博さんは、同校の機
械研究部の顧問です。 
　今年、広島県立総合体育館を中心に開催され
る、専門高校等の生徒による学習成果発表の祭
典「第14回全国産業教育フェア広島大会（さ
んフェア広島2004）」（10月29日～31日）
に兵庫県代表として、同部製作のアルミ製トン

ボが出展されることになりました。 
　生徒たちの作業は放課後。図書館でトンボ
の羽を研究し、複雑なトンボの羽の模様に沿っ
てマシニングセンタのドリルが厳密に動くよう
に座標をとり、コツコツとプログラムを打ち込
みました。そのデータはファイル5冊分にも及
びました。新しいアメリカ製のソフト購入後は、
シミュレーションをしつつ製作することができ、

スピードが上がったそうです。 
　手作業になる頭や胴体づくりは
NC旋盤などを使ってアルミの固ま
りを加工、部材を一つひとつ組み上
げて、体長80cm、広げた羽の幅
84cm、重さ約10kgの精密なトン
ボを、実に3年もの歳月をかけて作
り上げました。 
　製作に携わった生徒は既に、同
校を卒業していることから、今大会
は後輩たちが彼らに代わってアル
ミ製トンボを引っさげての参加と

なります。水谷さんは「生徒たちは皆、まじめで
素直な子ばかり。でも、のどかな土地なので、競
争心がなく井の中の蛙です」と言います。そん
な中で、県内で行われた物づくり大会旋盤の部
で入賞を果した生徒をはじめ、ロボコン出場、
さらに資格取得率では県内で第2位の実績を
誇るなど、水谷さんは生徒たちに物づくりへの
積極的な姿勢を進めています。 
　広島県周辺の校友の皆さま、機会がありまし
たら水谷さんと教え子たちの物づくりの成果を、
「さんフェア広島」でぜひご覧ください。 
　　　　　　　　　　　（編集部　高見新一） 

アルミ製トンボ作り指導で、 
教え子とともに未来へ羽ばたく 

大阪産業大学校友会会報　凡友67号 

水谷繁博 さん（S47交機） 

リヤカーマン・永瀬忠志さん（S52機械）南米大陸縦断 
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受験適齢期の子女をお持ちの校友会会員のみなさまへ 

〈子女とは：子または兄弟姉妹〉 
平成17年度卒業生子女入学特典制度のお知らせ 平成17年度卒業生子女入学特典制度のお知らせ 

平成17年度も「卒業生子女特別入学試験」と「卒業生子女の入学検定料免除」を実施することになりました。 
これらの制度が大いに活用され、多数の子女が受験されることを願っております。 

1.受験料免除の概要 3.【工学部】 

2.平成17年度卒業生子女特別入学試験要項 [工学部以外]

■免除される受験料 
　◎大学の入学試験（35,000円） 
　◎短期大学部の入学試験（30,000円） 
　◎大学入試センター試験の利用入学試験（大学20,000円、短大15,000円） 
■受験料免除を対象とする入学試験 
　大阪産業大学および同短期大学部の入学試験。ただし、大学院入試、編入学入
　試および併設高校（大阪産業大学附属高等学校、大阪桐蔭高等学校）からの特
　別推薦入学試験および卒業生子女特別入学試験は除く。 
■手続き方法 
　受験料免除を希望するものは入学検定料免除申請書（校友会事務室に請求し、
　会長の承認を得る）を入学願書に添付する。 

1.  募集定員 

1.  募集定員 

2.  出願資格 

5.  試験日・選考方法・試験会場 

6.  合格発表 

7.  入学手続期間 

8.  納入金の返還について 

2.  出願資格 

5.  試験日・選考方法・試験会場 

6.  合格発表 

7.  入学手続期間 

学　部 

人間環境学部 

経営学部 

経済学部 

短期大学部 

学　部 

工学部 

学　科 

文化環境学科 

都市環境学科 

経営学科 

流通学科 

経済学科 

国際経済学科 

自動車工業科 

学　科 

機械工学科 

交通機械工学科 

都市創造工学科 

電気電子工学科 

機械工学科 

交通機械工学科 

都市創造工学科 

電気電子工学科 

 

2名 

1名 

2名 

2名 

英語（100） 
11：30 
～12：30

数学（100） 
13：40 
～14：40

2名 

2名 

5名 

5名 

3名 

3名 

2名 

定　　員 

4名 

10名 

6名 

2名 

次の各項に該当する者 

  （1）本学への入学を特に希望する者 

  （2）本学の卒業生の子女（子女とは、子または兄弟姉妹）（本学の卒業生とは、 

        大阪産業大学、同短期大学部およびその前身校の卒業生を指す） 

  （3）高等学校を平成17年3月卒業見込の者 

  （4）高等学校調査書の全体の評定平均値が「3.2」以上の者                        

  （5）本学専願者に限る 

次の各項に該当する者 

　（1）本学への入学を特に希望する者 

　（2）本学の卒業生の子女（子女とは、子または兄弟姉妹）（本学の卒業生とは、 

　　　大阪産業大学、同短期大学部およびその前身校の卒業生を指す） 

　（3）高等学校を平成17年3月卒業見込の者 

平成16年11月20日（土）に志願者全員に対して合否通知を速達郵便で郵送 

します。（到着日は、地域や郵便事情により多少遅れることがあります。） 

平成17年3月23日（水）午後5時（必着）までに入学辞退申請があった場合、 

授業料・教育環境充実費および諸会費を返還します。 

（入学金は返還することが出来ませんのでご注意ください。） 

【納入金の納入と入学手続書類の提出】 

　平成16年11月24日（水）～12月3日（金）【消印有効】 

◎試験日／平成16年11月11日（木） 

◎集合時間／11時 

出題範囲： 「英語」=英語Ⅰ・Ⅱ・リーディング・ライティング 

　　　　  「数学」=数学（Ⅰ・Ⅱ・数学Aのうち「数と式」の単元） 

●情報システム工学科・環境デザイン学科は募集しません。 

◎試験日／平成16年11月10日（水） 

◎集合時間／10時30分 

選考方法 

小論文 
面　接 

配点 

100点 
100点 

総合点 

200点 

試験会場 

本学 

時間 

11：00～12：00 
13：30～ 

3.  出願書類 
（1）入学願書一式 

（2）調査書 

（3）本学卒業生と志願者の「続柄」を証明する書類 

　　（住民票等、公的機関が発行したものに限る） 

（4）本学卒業生の卒業証明書 

平成16年11月20日（土）に志願者全員に対して合否通知を速達郵便で郵送 

します。（到着日は、地域や郵便事情により多少遅れることがあります。） 

【納入金の納入と入学手続書類の提出】 

　平成16年11月24日（水）～12月3日（金）【消印有効】 

7名 

判定方法 

1教科以上受 

験。高得点の 

1教科を合否 

判定に使用 

総合点 

 

 

100点 

会場 

 

 

本学 

工学部のみ適用 

校友会から 
の特典 

「卒業生子女特別入学試験」 
受験料の還付について 

入学試験の合否を問わず、入学検定料を該
当年度の入学試験終了後に還付いたします。 

「入学お祝い金」について 

「卒業生子女特別入学試験」合格者で大阪
産業大学に入学した子女に入学お祝いと
して100,000円をお贈りいたします。 

◎ご質問は下記までご連絡ください 
〒574-8530 大阪府大東市中垣内3-1-1 
大阪産業大学　校友会事務室（担当：福田） 
Tel ： フリーダイヤル0120-84-3040 
Fax ： 072-875-0398

里　昇 
　花文字でＭを書く英語の「ミス」は〈未婚の女性・選ばれた少女〉

への敬称語としてよく使われるが、もう1つの「ミス」は〈物事に失

敗をすること〉であり、その意味に大きな隔たりがある。思うに、日

本人の悪い癖として、人をみるとき、その人を総合的にみて判断を

するのではなく、往々にして、相手の失敗や欠点を論難したり、陰口

を叩いたりすることである。人には『無くて七癖』といい、かりに、

その人の失敗と欠点を合わせた割合が5％だとすれば、あとの95

％は良いことの筈なのに、そこをみようとはしない。 

　なにごとも100点満点にこしたことはない。だが、人が100人

集まれば、必ず1人や2人は遅刻をしてきたり、欠席をしたりする。

学校にはよく物を忘れてくる子どもがいる。物事を決めるときに反

対をする人がいる。そのように、世間というものは人・こと、の凡て

が元より完璧、一律のものではない。 

　高校や大学の入試でオール100点という受験生は一人もなく、

大凡65点以上で入学ができている。嫁さがし、婿さがしの場合に、

“100点人間”を望み、いい加減のところで手をうたなかったがた

めに、結局、50点以下のパートナーとつれ添うことがある。 

　このようにみてみると、なにごとも、過半数の原則とまでは言え

ないが、大体が50％を超えていれば、一応「良し」とする考え方が

道理としてなりたつのではなかろうか。 

　ものには裏表があるように、万物には「ミス」や「ロス」はつきも

のである。そして、それは千緒万端のくらしの中に起る失敗などの

社会現象だけではなく、その相を変えるごとに生じる自然的な現象

の中にも数多くある。 

　水を沸かして湯にする・木を砕きパルプを造る・羊毛をすいて糸

となす…その工程では決まったように幾許かのクズがあり、目減り

もする。野菜や果物、魚介類の皮や根っこ、はらわたなどはみな「ロ

ス」もの。だが、もし、これらの凡てが砂糖や塩のように一色・同形・

画一的なものであったなら、その見た目の感じや味覚はどうなんだ

ろう。自動車のハンドル捌きの中の“遊び空間”、これも「ロス」の

ようではあるが、円滑な車操作のために不可欠なもの。考えれば、「ロ

ス」も有り様によっては、かなりの付加価値である。 

　この不敵大胆ともいえる「ミス」、「ロス」の数や種類、質などは

計りしれないが、その占める割合がよし全体の5％や10％であっ

たにしても、人は、これを最小限、必然的なもの、ときには、止むを

得ないものとして理解をし、寛大に認容をすべきである。 

　―けれども―私は、いま。 

　趣味として囲碁を習い始めたむかし、その筋の達人から「負けた

原因のミスは絶対に繰り返すな」と強く教えられたこと。また、外

の先輩から「ムダ・ムリ・ムラのない」人生モットーを縷々きかせて

もらったこと。さらには、昭和38年の秋、松下幸之助さんから「わ

たしはネ。社員が会社の方針に従った上でのミスだったら、一億円

の損をしても怒らんが、社員が勝手な我流や怠慢で損をしたら、た

った一万円でも叱るョ」とのお話を直に承ったこと。が、頭に浮かぶ。 

　そして、本題にちなむこの三様（さんよう）の名言が、その後の私

の人生を大きく支えてくれたものでもあり、感謝のおもいは新たで

ある。 

 

筆者のご紹介 

本会第3代会長・現相談役、元和歌山県参事、双光旭日章受賞 

エクステンションセンター 

大阪産業大学エクステンションセンター 
ＴＥＬ072－875－5999　　ＵＲＬ  http://www.osaka-sandai.ac.jp/extent

Microsoft Office Specialist 
 

梅田サテライト教室 
 

Excel：10/2～23 
Powerpoint：10/30～11/27 
10：00－16：00 
 

全4回（5時間/回） 
 
40，290円（試験料込） 
 
最終講座後に資格試験を実施します。 

　　　　　　　速　読 
 

梅田サテライト教室 
 

はじめてコース：11/9、15、29、12/6 
継続コース：11/10、16、30、12/7 
18：00－20：15 
 

全8回（2時間/回） 
 
21，000円 
 
教材をお持ちなら、17,500円でOK

英会話 
トラベラーズイングリッシュ 
 
大阪産業大学内 
 
 
10/21～12/9 
18：00－20：10 
 
 
全8回（2時間/回） 
 
12，090円 

講座名 
 

場　所 
 
 

日　時 
 
 

回　数 
 
費　用 
 
備　考 

　　 簿記3級 
 

大阪産業大学内 
 
 
9/27～11/15 
17：50－20：50 
 
 
全13回（3時間/回） 
 
15，000円 

マンション管理士 
管理業務主任者講座 
 
大阪産業大学内 
 
 
10/19～12/3 
17：50－20：50 
 
 
全13回（3時間/回） 
 
26，000円 
 
宅建資格保持者向け 

大阪産業大学校友会会報　凡友67号 

すべ 

いくばく 

さば 

おおよそ る　る 

エクステンションセンターでは、これらの講座を開講しております。詳しくは下記までご連絡ください。 

今秋のお勧め講座 

3.  出願書類 
（1）入学願書一式 

（2）調査書 

（3）本学卒業生と志願者の「続柄」を証明する書類 

　  （住民票等、公的機関が発行したものに限る） 

（4）本学卒業生の卒業証明書 

4.  出願方法 

（1）出願期間： 

　  〈郵送受付〉平成16年10月20日（水）～10月29日（金）【消印有効】 

　  〈窓口受付〉平成16年10月30日（土）10時～17時 

（2）出願先：〒574-8530　大阪府大東市中垣内3-1-1 

　　　　　 大阪産業大学　入試センター 

（3）入学検定料：35,000円 

　  （大阪産業大学校友会正会員子女の入学検定料免除規程は適用されません。） 

4.  出願方法 
（1）出願期間： 

　  〈郵送受付〉平成16年10月20日（水）～10月29日（金）【消印有効】 

　  〈窓口受付〉平成16年10月30日（土）10時～17時 

（2）出願先：〒574-8530　大阪府大東市中垣内3-1-1 

　　　　　 大阪産業大学　入試センター 

（3）入学検定料：35,000円 

　  （大阪産業大学校友会正会員子女の入学検定料免除規程は適用されません。） 

科目・時間 学科 

子 女 入 学 特 典 制 度  

定　員 
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　昨年、有馬温泉の奥の坊にて、第7回神戸市支部総会

が行われ淡路・明石・三木・美嚢郡の地区会員が加わり神

戸市支部から兵庫県南支部が承認され、支部名も神戸市

支部から兵庫県南支部に変更されました。支部長も森本

支部長から西山支部長に引き継がれ、今回は兵庫県南支

部の第1回目の総会です。 

　本部からは高見副会長、支部推進部の浜田氏、また他

支部からは徳島県支部事務局の芝野氏、大阪市支部の

石本支部長、前支部長の美内副会長、兵庫県東支部の松

山支部長、支部推進部の坂本氏、京都府支部事務局の柴

崎氏を迎え、総勢38名の出席者で支部総会が行われま

した。総会は西山支部長の挨拶の後、来賓祝辞、会計報告、

活動報告が行われました。活動報告では、兵庫県南支部

としていかに会員の皆様に総会に参加してもらうか、そ

の取り組みの一環として神戸市9区のうち、まず西区の

会員を対象にした飲み会を実施し、その活動エピソード

を藤原副支部長が熱く語っておられました。また、 前支

部長の森本顧問からは、今や支部の活動として行ってい

る古民家再生についての話しがありました。この他、兵

庫県南支部のホームページを開けば無料で出席者の会

社のホームページとリンクされるシステムになることに

ついての説明がありました。 

　懇親会も和気藹々とみんなが語り、無事終えることが

できました。 

　各支部が抱えている悩みとして、総会への若い人の参

加が少ないことが挙げられますが、今回は、昨年産大を

卒業された大西佐也加さんという女性や現役の大学院

生の出席など、まだまだ人数は少ないですが、若い人の

出席者がいたことは、大きな成果であったように思います。 

（支部長　西山　均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　第3回大阪日産自動車支部総会を、2月14日に開催す

ることができました。思い起こせば、十数年の長いトンネ

ルをようやく抜け出した感があります。過去、幾度となく

開催の動きがあったものの、販売会社の全日営業の流れ

の中で、会員が一堂に会することが不可能な状況になっ

たことと併せ、設立当初に尽力頂いた諸先輩の方々が、

定年や転籍によって会社を去られるという状況で、なか

なか開催に至りませんでした。 

　今回、集まれる範囲でとにかく開催しようという声に

押され、15名の少数ではありましたが、無事開催するこ

とができました。現在の支部の状況からみて、校友会活

動の主旨からも、退職されたＯＢの方々が参加できるこ

とが絶対に必要との意見が多くありました。このことを

踏まえ、会則の一部を修正し、退職後も会員資格を継続

できることとしました。その後、支部長、副支部長、監事、

会計を選出し、懇親会に移りました。 

　20代から50代の会員が集まりましたが、当初危惧し

ていたこととは正反対に、やはり産大卒業生という共通

の意識から、非常に和やかな雰囲気の中で懇親を深める

ことができました。 

　次回開催を2月と決定し、広く諸先輩方の参加も募る

ことを全会一致で決定し、次回の再会を楽しみに散会と

なりました。最後になりますが、校友会本部より中山・福

井両副会長のご出席を頂き、誠に有難うございました。

次回は、もっと盛大な支部総会にすることをお約束して、

校友会本部に対するお礼の言葉とさせていただきます。 

（支部長　鮫島好徳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　兵庫県但馬支部も発足以来、あっという間に7年が経

過しました。今まで豊岡市を中心とした一市三郡に氷上

郡（来年は丹波市になる予定）を加えた、但馬・丹波地区

が一緒になり、この度、兵庫県但馬支部から兵庫県北支

部として新しいスタートをきる総会を開催致しました。 

　当日は本部より光岡会長、福井・美内両副会長、さらに

兵庫県南支部の藤原副支部長、大阪市支部の石本支部長、

京都府支部より白藤副支部長、柴橋本部幹事とたくさん

の来賓をお迎えしました。 

　はじめに但馬支部の活動報告と兵庫県北支部へ移行

する経過説明を行い、参加会員の承諾を得て、兵庫県北

支部としての総会となりました。今後は但馬・丹波の会

員相互の親睦と結束を約束し、閉会の後、懇親会となり

ました。 

　たくさんのお客様をお迎えした中、ほとんどの方々が

はじめて会うメンバーとは思えないほど、楽しく賑やか

な場となりました。宴も盛りの中、丹後地区、若狭地区を

加えたさらに広い地域間での交流の話題が出るなど、校

友会活動の広がりと夢がどんどん大きくなりました。 

　兵庫県北支部としての活動が、今後ますます会員の相

互の連絡を密にして、楽しい集いの場になるように企画

を考えていきたいと思っています。次回の総会は、朝来

地区での開催を予定しています。皆様の参加をお待ちし

ています。 

（支部長　岸本隆男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　皆様のおかげで、韓国支部総同門会も結成4年を迎え

ることができました。誠に有難うございました。 

　韓国支部総同門会設立から昨年までご苦労された玄

雄鍾支部長より役員から崔範一支部長にバトンタッチされ、

第2期会長団新体制での総会として3月13日、夕刻より

釜山Haeundae Merriott Hotelにて第3回総会を開

催。総会には本部から光岡明弘会長、宮井義裕幹事、孫

銀植代議員の御来賓をお迎えし、玄前支部長からの挨拶

の後、光岡会長から学校及び校友会の紹介と祝辞を頂き

ました。 

　その後は、楽しい懇親会となりました。Haeundae 屋

台の思い出は忘れないでしょうね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　次回の総会も新たな会員の参加を望みます。 

（PS：留学生会長にお知らせします。ソウル事務局まで

連絡してください。連絡先：ＴＥＬ02－414－6241／ 

携帯019－577－6848） 

韓国同門皆様、孫銀植先生、留学生ガンバレ！ 

（支部長　崔　範一、事務局　洪　義晶） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　第7回徳島県支部総会を、芝野幹事経営のリゾートホ

テルモアナコーストにて開催いたしました。本部より

田秀雄幹事、兵庫県南支部より西山支部長にご出席頂き

ました。総会では決算報告の後、役員改選をし、新たに相

談役として39年自動車科卒の井川進吾さん、副支部長

には57年経営卒の島川和美さんが就任。その後の討議

では、いかに多くのOBの方に出席して頂くかについて

話し合いました。その結果、参加人数に関係なく、継続し

て開催すること。そして楽しくやること。そうすれば人は

必ず集まる。それが結論でした。 

　今年で支部設立9年目になりましたが、やっと打ち解

けてきたかなという感じです。今後も楽しい総会を目指

して幹事一同、知恵をしぼって努力していこうと思ってい

ますので、県内在住のOBの方々、ぜひ一度ご参加くださ

い。必ず、何か得るものがあると思いますよ。 

　また年一回、四国サミットと銘打って四国四県の幹事

及び有志が集まって親睦を深めています。これも併せて

ご参加ください。連絡先 徳島県支部支部長　筒井健一

／ＴＥＬ0903－188－7470 

みんなで大学時代の話を肴にうまい酒を飲みましょう。 

（支部長　筒井健一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　3月28日、第12回関東支部総会ならびに懇親会が、

桜満開の皇居のほとり、九段会館で行われました。来賓

として校友会本部より光岡会長、同じく推進部坂本幹事

の御出席を頂きました。平成12年11月以来の総会で

はありましたが、横浜在住の伊沢久昭教授、三重県支部

の梅原代議員も参加してくださり、総勢29名での盛会

となりました。 

　まず、井上支部長の挨拶からはじまり、今後の事業計画、

ブロック別での持ち回り幹事会等の抱負を語っていただ

きました。特に1，000名近い会員への効果的な連絡方

法について、今後はインターネットも活用してさらに多く

の方々に参加していただきたい！との次回総会への意欲

も示されていました。続いて光岡会長から、大学と校友

会の現状や今後の活動予定等をわかりやすくお話をし

て頂きました。折しも、春の選抜高校野球の真っ最中で、

1回戦突破の桐蔭高校野球部の活躍の話題で盛り上が

りました。議事では、岡田副支部長より事業報告、会計報

告ならびに役員改選報告を受け、すべて了承されました。 

　懇親会では自己紹介と勤務先のＰＲをしてもらい、会

員相互のネットワークの広さが期待できそうです。今回

は紅一点の永井さん（H元短自）が御主人とお子さんを

連れての参加で、始終和やかな雰囲気の中で懇親会が

行われました。 

　次回はより多くの方々の参加を期待しております。総

会終了後は九段会館の周りの桜をほろ酔い気分で満喫

しました。 

（幹事　滝本好孝） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　第10回長崎県支部総会を、5月22日大島アイランド

ホテルにて開催しました。本部より福井副会長、川井支

部推進員、大分県支部より宮野代議員、宮崎県支部より

重黒木代議員、朝倉支部長代理にご出席頂きました。 

　総会もスムーズに進行し、和やかな雰囲気の内に懇親

会へ移りました。今回、家族参加の企画を立てたところ、

3組のご家族の参加がありました。この企画には、佐世保

地区の参加を期待していたのですが、残念ながら1名も

出席者がなく、次回の佐世保開催時にはもっと積極的に

参加の勧誘をしようということになりました。地道に活

動することで、いつかは良くなると思いますが、今回、会

員の土井さんがお亡くなりなったことがわかり、いよい

よ支部会員も歳をとってきたんだと感じました。 

　また、大分県支部より九州ブロック会議の件について

開催の案内があり、熊本支部立ち上げにむけて、行動す

ることが決まりました。 

　2次会はホテル内のカラオケで盛り上がりました。重

黒木先輩のすばらしい歌声には感動しました。翌朝は、

ホテルの釣り堀で鯛釣りに挑戦。大分の宮野代議員の息

子さんが見事にでかい鯛を釣り上げました。きっと旨か

ったでしょうね。時には家族参加型の総会もいいものです。

ゆっくりと時間が流れるリゾートホテルで、心地よい時を

過ごせたかなと思っています。参加してくださった皆さん、

有難うございます。 

　大分の宮野一家、宮崎の重黒木夫妻、朝倉さん、本部

の福井副会長、川井さん、遠いところ本当にご苦労さま

でした。 

（支部長　平尾武次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　第５回大阪市支部総会を、天王寺駅近くの料亭「天王殿」

で開催。お座敷での開催は初めての試みです。ご来賓を

含めて47名の参加があり、総会の議事はすべて承認さ

れました。また今回は、大阪市支部が設立されてから5

周年の節目で、学長瀬島順一郎先生に「建学の精神の今

日的意義」と題してご講演をいただきました。懇親会は色々

な趣向を凝らし、大阪市支部No.1の芸達者、勝　信義さ

ん（S56交機）の司会（とっても目立つ衣装）で、二人羽

織や座布団ゲームに興奮の渦。飛び入りで笑福亭三喬

さんの独演会PR。みんなようやるわ。でも、すごく楽し

かった。 

　　　　　　　　　　　　　　(副支部長　高見新一) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　今年度の総会は、県中央部に位置する長岡市において

7月9日に行われました。私は受付時間の6時より早く着

きました。 

　この日は大変暑い日でした。13日に新潟・福島の大雨

による水害が出るとは誰も思いませんでした。 

　今回の総会は実に6年振りであり、久し振りに卒業生

が揃うということで楽しみにしていました。まず、光岡会

長のご臨席のもと、学校職員の今村さんの記念写真撮影

が行われました。そして、はじめに議長選出が行われ、第

一号議案の役員改選、続いて二号議案の校友会行事へ

の参加、そしてその他と審議しました。新支部長には内

山義雄、会計・事務局には五十嵐薫さん、会計監査役には

近藤周二さんが選出されました。当日は、支部代議員の

関根、青木両氏も参加されました。今年度の校友会の行

事への参加という二号議案に関根氏は、新潟県の物産展

をみんなでやろうと提案し、賛同を得ました。具体的な

ことは後日打ち合わせをすることになりました。11月の

大学祭には、できるだけ多くの会員の参加を呼び掛けよ

うと思っています。 

　その他では毎年7月頃に支部総会を行いたい、次年度

は県都新潟市で行いたい等の話がでました。 

　総会が無事終わり、乾杯の後、来賓の光岡会長より祝

辞がありました。内容的には、今後の新潟県支部に期待

するとの言葉でありました。　 

　最後に、今回は総会の連絡に時間的に余裕がなく、参

加者は少なかったですが、今後は連絡を取り合ってスム

ーズな運営ができるよう頑張りたいと思っています。 

（支部長　内山義雄） 

兵庫県南支部 
2/7　神戸ラッセルホールにて開催 

大阪日産自動車支部 
2/14　はし清にて開催 

韓国総同門会 
3/13　釜山マリオットホテルにて開催 

徳島県支部 
3/14　鳴門モアナコーストにて開催 

大阪泉州支部 
4/18　リーガロイヤルホテル堺にて開催 

長崎県支部 
5/22　大島アイランドホテルにて開催 

兵庫県西支部 
6/20　姫路キャッスルホテルにて開催 

大阪市支部 
7/4　天王殿にて開催 

新潟県支部 
7/9　長岡いまつにて開催 

支 部 レ ポ ー ト  

大阪産業大学校友会会報　凡友67号 

兵庫県北支部 
3/7　パークイン柏原にて開催 

関東支部 
3/28　東京九段会館にて開催 

■ 役員 

会　　長　崔　範一　（Ｈ元経営） 
副 会 長　鄭　明順　（Ｓ62経営） 
　　　　　朴　在柱　（Ｈ元経営） 
監　　事　孫　銀植　（Ｈ2経営） 
　　　　　李　廣勲　（中退） 
幹　　事　朴　必相　（Ｈ元経営） 
　　　　　李　哲魯　（Ｈ3経営） 
　　　　　呉　斗照　（Ｈ6経営） 
会　　計　姜　銀柱　（Ｈ9経営） 
事務局長　洪　義晶　（Ｈ元経済） 
 



硬式野球部　第53回全日本大学野球選手権大会 

初出場、初戦完封 ベスト16
6月8日から明治神宮野球場で行われた第53回全日本大学野球選手権大会。 

全国26連盟の覇者たちが集結して熱戦が繰り広げられる中、 

初出場の硬式野球部は1回戦を完封勝利し、ベスト16入りと健闘しました。 

今大会出場に寄せられた厚い声援への感謝の意を込めて、 

硬式野球部顧問・中村徹経営学部教授より校友の皆様に向けて寄稿を頂きました。 

　平素は、硬式野球部に対するご理解のもと、
ご支援を賜り有り難く存じています。また、今般
の全日本大学野球選手権大会出場にあたり、物
心両面からのご後援を頂きましたことに対し、
本誌面をお借りし、心よりお礼申し上げる次第
であります。 
　さて、弊部は今春、所属いたしています阪神
大学野球春季リーグ戦におき、昨秋のリーグ戦
に次ぐ2季連続の優勝を飾り、初めて全国大会
に駒を進め、大学野球のメッカ、神宮球場で他
のリーグの優勝チームと覇を競う機会を得るこ
とができました。本学は阪神リーグでは常に安
定した力を維持し、とくにここ数年は戦力も充
実し、優勝を争う戦いをしてまいりました。その

花が大きく開花したのは、昨年秋のリーグ戦制
覇に続いて行われました明治神宮野球選手権
大会出場決定戦を兼ねた第1回関西学生野球
選手権での戦果であったと思います。この大会
は丁度本学において大学祭が開催されている
11月初旬に開催されました。本学は決勝戦で
龍谷大学に1対2という僅少差で惜敗いたしま
したが、1回戦の同志社大学戦、2回戦の阪南
大学戦、いずれの試合も1点を争う激戦の中で
勝利を収めました。これらの激戦の中で厳しい
状況の中にあっても冷静に耐えしのぎ、勝機を
逃さない戦い方を会得できたように思います。
そして今年の春季リーグ戦ではそれを実践で
きたのではないかと思います。 

　今年の春季リーグ戦は全国大会出場のため
のステップと位置付けていましたが、実際には、
阪神リーグの各大学の技量がここ数年飛躍的
に向上し、全国大会で1勝するよりもリーグ戦
を制する方がはるかに難しい状況にあります。
今春のリーグ戦を振り返れば、まさに激戦の連
続の中で掴み取った優勝でした。こうした中で
選手それぞれが精神的に一層たくましく成長し、
全国大会の晴れの舞台では堂々と持てる力を
存分に発揮したと思います。 
　勝負は時の運もあります。1回戦の松山大学
戦での勝利の勢いに乗って、2回戦の東北福祉
大学戦に臨みましたが、残念ながら敗退いたし
ました。しかし、全国大会を制覇した東北福祉
大を相手に中盤まで五分の試合を展開できた
ことで大きな自信を得たことと思います。ぜひ
今後の戦い振りにご注目いただきたいと思い
ます。また、応援のほど宜しくお願い申し上げ
ます。 
　最後になりますが、校友会の今後の益々のご
発展をお祈り申し上げます。 

硬式野球部顧問　中村　徹 

第1回全日本テコンドー選手権大会（5/4）に出場。男
子ウェルター級で瀬戸祥貴さん（流通3回）が第3位。 
女子フライ級で酒井希美さん（経済3回）が準優勝した。 
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主なクラブの戦績と活動 

テコンドー部 
女子フライ級準優勝 

第23回関西学生柔道体重別選手権大会（8/29）
100kg級で一色謙作さん（経営2回）が3位入賞、
10/2・3に開催される全日本学生柔道体重別選手権
への出場を決めた。 

柔道部 
関西学生柔道体重別選手権3位入賞 

2004関西大学バレーボール春季リーグ（4/10～6/6）
において、1次リーグ戦を4勝3敗で第2位に。上位リ
ーグ戦では7勝3敗で準優勝した。 

バレーボール部 
春季リーグ戦第2位 

第43回大阪学生剣道選手権大会（4/25）において
日下裕基さん（経営3回）が第3位、ベスト16に大田
健一朗さん（経営2回）が入った。また第52回関西学
生剣道選手権大会（5/9）で光石有貴さん（流通3回）
と加藤俊輔さん（経営2回）がベスト8入り。2選手は
夏に行われる全日本学生剣道選手権大会に出場決定。 

剣道部 
全日本学生剣道選手権大会に出場決定 

第31回関西学生バスケットボール選手権大会（4/24
～5/5）に出場、4回戦敗退。第54回西日本学生バス
ケットボール選手権大会（5/24～30）で男子が準優
勝。敢闘賞に西川新悟さん（経済4回）、優秀選手賞に
高階俊和さん（流通3回）、新人賞に馬上誠吉司さん（流
通1回）、3Ｐ王に西川新悟さん（経済4回）、リバウンド
王に高階俊和さん（流通3回）が選ばれた。 

バスケットボール部 
個人賞に3選手入賞 

4/25新入生歓迎会を京都府相楽郡の笠置キャンプ
場にて実施。また5/2・3に今年度最初の山合宿を琵
琶湖バレイキャンプ場で実施、天候の崩れもなく、様々
な登山に関する知識を修得して下山した。 

山岳部 
山合宿開始 

4/26学内の多目的ホールで劇団我楽多公演『アイス
☆パニック』が行われた。様々な人間模様を新メンバ
ーでの息の合った演技で約1時間、セリフや舞台での
動きにホール内から拍手が響いていた。また6/27の
文化会フェスティバルと翌日公演も。 

演劇部 
新入生歓迎公演 

私 た ち 、 が ん ば り ま し た  

平成16年度　クラブ・同好会一覧 （敬称略） 

団体名 顧　問 

チアリーディングチーム 
合気道部 
アメリカンフットボール部 
空手道部 
巍桜流拳法部 
弓道部 
剣道部 
硬式庭球部 
硬式野球部 
ゴルフ部 
サイクリング部 
サッカー部 
山岳部 
自動車部 
柔道部 
準硬式野球部 
少林寺拳法部 
スキー競技部 
卓球部 
テコンドー部 
日本拳法部 
バスケットボール部 
 
バドミントン部 
バレーボール部 
ハンドボール部 
洋弓部 
ライフル射撃部 
ラグビー部 
男子ラクロス部 
女子ラクロス部 
陸上競技部 
ソフトボール同志会 

川島 成平 
渡邊 碩志　 
勝田 政広 
藤原 一朗 
大内 宏 
荒木 一雄 
山田 全紀 
鈴木 邦雄 
中村 徹 
戸谷 裕之 
鈴木 晶雄 
塩谷 武男 
山元 哲朗 
成宮 喜久男 
岩本 勲 
津田 盛之 
平佐多 敬二 
羽室 行信 
木村 忠雄 
斎藤 日出治 
松本 弘司 
多久和 文則 
 
金子 和博 
大槻 伸吾 
福井 義員 
松田 充生 
大平 和昭 
中西 基 
遠藤 吉樹 
重里 俊行 
北野 雄士 
太田 充紀 

監督（※は総監督） 学生代表 所属リーグ・連盟等 部員数（女子） 

 
北口 拓哉 
茨木 克治 
相原 智之 
原田 秀康 
 
光岡 正人 
 
藤田 透 
久保 雅洋 
大西 芳樹 
佐藤 慶明 
野邑 豊 
吉田 武則 
前川 直也 
榮田 豊司 
横田 仁　※ 
相澤 泰明  
 
阪口 晃 
川添 伸昭 
瀬戸 孝幸 
 
吉井 義郎 
澤井 亨 
 
梶川 博 
山崎 章弘 
柳 隆史 
 
 
三村 達也 
中西 純一 

藤田　朱美 
多田　将行 
蔭山　陽介 
小田嶋　弘晃 
鈴木　彬文 
中本　健三／関　真由美 
末廣　勲 
椋田　敏史 
平岡　龍也 
藤本　雄介 
山本　学 
倉田　尚 
山岡　和行 
岡本　哲也 
渡部　将之 
宮原　稔明 
河津　圭一 
馬野　大将 
湯岑  弥寿行 
小泉　亮 
徳永　裕一 
西川　新悟／北村亜友美 
 
西　保海 
中江　康剛 
清水　翼 
廣本　敦史 
岡本　遼 
金　ヨンデ 
花岡　誠一 
杉本　愛 
有村　洋行 
岡本　拓史 

(1) 
(2) 
(6) 
(3) 
(1) 
(7) 
(1) 
(0) 
(6) 
(2) 
(0) 
(5) 
(0) 
(0) 
(0) 
(1) 
(5) 
(3) 
(2) 
(6) 
(0) 
(10) 

 
(6) 
(0) 
(2) 
(0) 
(2) 
(0) 
(6) 
(14) 
(3) 
(1)

3 
13 
49 
15 
16 
29 
32 
25 
151 
19 
20 
74 
11 
20 
27 
51 
30 
19 
29 
76 
12 
62 
 

29 
31 
16 
5 
18 
53 
38 
14 
33 
15

演劇部 
観光研究部 
軽音楽部 
茶華道部 
写真部 
吹奏楽部 
創作文学研究部 
単車研究部 
鉄道研究部 
電子計算研究部 
内燃機関研究部 
美術部 
無線研究部 
ユースホステル部 

七尾 誠 
渡邊 寛 
高見 新一 
福田 美智代 
中川 等 
辻野 啓一 
堀 勝博 
花野 元哉 
椿野 勝己 
大垣 斉 
清野 達夫 
吉田 淳一 
今村 彰隆 
山下 哲 

 
 
 
 
 
緒方 文則 
 
 
 
 
 
 
 
 

福本　良平 
遠藤　忠憲 
渡辺　雅人 
中川　祐輔 
坂本　智明 
井上　久美子 
岡村　尚憲 
赤司　光 
佐藤　剛 
山田　晋也 
上田　展行 
市川　志帆 
守山　和宏　 
光尾　崇秀 

(0) 
(2) 
(5) 
(9) 
(2) 
(4) 
(2) 
(0) 
(0) 
(0) 
(0) 
(9) 
(0) 
(3)

12 
22 
55 
20 
13 
27 
25 
51 
18 
26 
16 
19 
1 
16

歩行会 
雪友会 
写真部 
自動車部 
軽音楽部 
バスケットボール部 

小河　茂樹 
小堀　修身 
北村　秀司 
大仲　英文 
金山　幸雄 
大畑　富相 

 
 
 
浜田　篤志 
 
荒川　浩理 

体育会 

文化会 

夜間主コース自治会 

大阪産業大学校友会会報　凡友67号 

硬式野球部　第53回全日本大学野球選手権大会 

初出場、初戦完封 ベスト16
資料提供：学生生活課 
（平成16年7月1日現在） 

日本チアリーディング協会 
大東流合気道術琢磨会 
関西アメリカンフットボールリーグ（Div.Ⅱ） 
関西学生空手道連盟（1部） 
特になし 
関西学生弓道リーグ（男子2部、女子4部） 
関西学生剣道連盟 
関西大学対抗テニスリーグ（男子3部、女子5部） 
阪神大学野球リーグ（1部） 
関西学生ゴルフ連盟（3部） 
日本自転車競技連盟 
関西学生サッカーリーグ（2部） 
特になし 
全日本学生自動車連盟関西支部 
関西学生柔道連盟（1部） 
西都六大学準硬式野球連盟 
関西学生少林寺拳法連盟 
全日本学生スキー連盟（2部）、全関西学生スキー連盟（2部） 

関西学生卓球リーグ（3部） 
大阪府テコンドー協会 
全日本学生拳法連盟 
（男子）関西学生バスケットボールリーグ（1部） 
（女子）関西女子学生バスケットボールリーグ（3部） 
関西学生バドミントンリーグ（男子3部、女子4部） 
関西大学バレーボールリーグ（1部） 
関西学生ハンドボールリーグ（6部） 
関西学生アーチェリーリーグ 
日本学生ライフル射撃連盟関西支部 
関西学生ラグビーフットボールリーグ（B） 
関西学生ラクロスリーグ（2部） 
関西学生ラクロスリーグ（3部） 
関西学生陸上競技連盟（2部） 
関西学生ソフトボール連盟（3部） 

 
 
 
 
 
関西学生吹奏楽連盟 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡田　翔太 
田原　智行 
関　寛則 
水野　悠二 
明石　晃一 
堀田　和弘 

40 
44 
13 
23 
15 
10

（3） 
（3） 
（0） 
（0） 
（0） 
（0） 



校友会活動報告 

平成15年度決算 

九州地区ブロック会議報告 

決　算　額 予　算　額 

決　算　額 予　算　額 

14 校友会からのお知らせ 15

校 友 会 か ら の お 知 ら せ  

校友会活動報告（Ｈ16．2．1～9．30） 

平成15年度決算 

九州地区ブロック会議報告 

2月 

3月 

　7日（土） 
12日（木） 
14日（土） 
21日（土） 
22日（日） 

兵庫県南支部総会（神戸ラッセルホール） 
編集部会（校友会事務室） 
大阪日産自動車支部総会（はし清） 
第53回代議員会（有馬グランドホテル） 
第17回支部長会（有馬グランドホテル） 

　7日（日） 
13日（土） 
14日（日） 
15日（月） 
19日（金） 
22日（月） 
27日（土） 
28日（日） 

兵庫県北支部総会（パークイン柏原） 
韓国総同門会総会（釜山マリオットホテル） 
徳島県支部総会（鳴門モアナコースト） 
会報「凡友」66号発行 
平成15年度卒業式　卒業生に記念品贈呈 
運営部会（校友会事務室） 
総務部会（校友会事務室）／ 幹事会（大学16号館） 
関東支部総会（東京九段会館） 

4月 

平成16年度入学式　新入生に記念品贈呈 
大阪泉州支部総会（リーガロイヤルホテル堺） 
平成15年度会計監査（校友会事務室） 
支部推進部会（梅田サテライト） 

　5日（月） 
18日（日） 
20日（火） 
24日（土） 

5月 

　8日（土） 
22日（土） 
29日（土） 

総務部会／幹事会（校友会事務室） 
長崎県支部総会（大島アイランドホテル） 
編集部会（大学16号館） 

6月 

10日（木） 
19日（土） 

 
20日（日） 

運営部会（校友会事務室） 
総務部会／ 幹事会／ 相談役・顧問・参与・会計監事との 
懇談会（「日本」宗右衛門町店） 
兵庫県西支部総会（姫路キャッスルホテル） 

7月 

大阪市支部総会（天王殿） 
新潟県支部総会（長岡いまつ） 
支部推進部会（校友会事務室） 
総務部会（校友会事務室）／幹事会（大学16号館） 
愛媛県支部総会（道後にぎたつ会館） 
学園・大学との懇談会（梅田北瑞苑） 

　4日（日） 
　9日（金） 
17日（土） 
24日（土） 
25日（日） 
30日（金） 

8月 

27日（金） 
28日（土） 

編集部会（校友会事務室） 
九州地区ブロック会議／大分県支部総会（別府ホテル白菊） 

9月 
 
香川県支部総会（ホテルレオマの森） 
第15回校友会親睦ゴルフ大会（飛鳥カントリークラブ） 
京都府支部総会（京都パークホテル） 
大阪北河内支部総会（奈良県大台ヶ原） 
総務部会／幹事会（梅田サテライト） 

　 
5日（日） 

　9日（木） 
11日（土） 
12日（日） 
25日（土） 

●一般会計 

●特別会計（財政安定化基金） 

収入の部 （単位 ： 円） 

（単位 ： 円） 

支出の部 

前 期 繰 越 金  
校 友 会 費  
会 費 収 入  
雑 収 入  
合 計  

13,869,905 
87,840,000 
1,129,500 
549,810 

103,389,215

0 
87,000,000 
1,145,000 
203,000 

88,348,000

7,041,099 
5,042,353 
2,765,500 
536,669 

18,171,233 
49,116 

6,858,220 
2,023,750 
311,993 

3,022,638 
4,986,688 
10,318,656 

0 
2,400,000 
720,629 
497,286 
73,027 

3,651,241 
68,470,098 
13,869,905 
10,000,000 
11,049,212 
103,389,215

8,810,000 
6,350,000 
2,814,000 
760,000 

20,210,000 
150,000 

7,590,000 
2,035,000 
400,000 

3,836,000 
6,189,000 
10,614,000 
100,000 

2,400,000 
900,000 
540,000 
130,000 

4,520,000 
78,348,000 

0 
10,000,000 

0 
88,348,000

374,989,643 
71,196 

13,869,905 
10,000,000 
398,930,744

374,994,623 
50,000 

10,000,000 
10,000,000 
395,044,623

840 
398,929,904 
398,930,744

0 
395,044,623 
395,044,623

会 議 費  
総 会  
通 信 費  
印 刷 費  
会 報 費  
備 品 費  
旅 費 交 通 費  
慶 弔 費  
消 耗 品 費  
会 員 名 簿 費  
記 念 品 費  
助 成 金  
広 報 費  
人 件 費  
雑 費  
賃 借 費  
福 利 費  
予 備 費  
小 計  
特 別 会 計 へ 繰 入  
特 別 会 計 へ 繰 入  
次 年 度 繰 越 金  
合 計  

収入の部 

支出の部 

前 期 繰 越 金  
受 取 利 息  
14年度一般会計剰余金繰入 
15年度一般会計より繰入 
合 計  

国債購入時 振込手数料 
次 年 度 繰 越 金  
合 計  
4月20日会計監査終了。11月3日代議員会で承認決議に付されます。 

決　算　額 予　算　額 

決　算　額 予　算　額 

お 悔 や み  以下の方々がお亡くなりになりました。 心からご冥福をお祈りいたします。 

卒業生数 64,639名 

重複卒業生数 　　1,391名 

会員数 63,248名 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

会員データ （平成16年9月1日現在） 

物故者数 459名 

住所不明者数 9,432名 

連絡可能会員数 53,357名 

会員データ 

編　集 

後　記 

●有馬輝行（H12土木） 
【結婚式】平成16年4月17日 

『毎日楽しく過ごしています。いつまでも 
仲良くいられるように、頑張ります!!』 

ア ン ケ ート 結 果 に つ い て  

校友会会報「凡友」の 
配信について 

空白2％ 

印刷物 
53％ 

ネット 
12％ 

どちらでもよい 
33％ 

ホームページ閲覧 
電子メール利用 

空白 
22％ 

利用している 
61％ 

利用していない 
17％ 

校友会ホームページを 
見たことがありますか 

空白 
22％ 

見たことがある 
16％ 

見たことがない 
62％ 

ふだん、パソコンを 
使用していますか 
空白2％ 

使っている 
79％ 

使っていない 
19％ 

「凡友」の内容について 

空白3％ よくない1％ 

まあよい 
30％ 

よい 
22％ 

ふつう 
37％ 

もうひとつ7％ 

　凡友66号で実施させていただきましたアンケートの結果が出ま

したので、報告させていただきます。 

　実発送数、54,000通に対し、1,327通の回答を頂きました。回

答を頂いた方にはお礼申し上げます。返信率は2.5％で、十分な数

値ではありませんが、貴重なご意見もあり、今後の編集の参考にさ

せていただきます。なお、グラフ中のパーセンテージは全体(1327

回答)に対する割合です。 

　回答者の年齢構成は幅広く、60歳以上の方からも100通を超え

る回答を頂きました。凡友の内容にも半数以上の方には満足してい

ただいているものと思います。また、今後の「凡友」の配信について

も印刷物による配信を希望される方が多いことも確認できました。 

　パソコンを利用されている方は回答者の8割近くあり、その中の

8割近くの方が、ホームページ閲覧や電子メールを利用されていま

すが、校友会のホームページをご覧になられた方はパソコン利用者

の2割程度で、全体では16%程に留まりました。ホームページでは、

行事予定のほか、校歌や応援歌、過去の「凡友」なども見ることがで

きますので、どうぞご利用ください。　　　　　　　　　　（編集部） 

アドレスは　http://koyukai.cnt.osaka-sandai.ac.jp/

　九州地区ブロック会議が平成１６年８月２８日（土）午後４時より大分県別

府のホテル白菊で行われました。参加は大分、長崎、宮崎、鹿児島の４支

部と熊本県から１名、本部からは３名でした。 

　支部設立に関する議題のうち、熊本県は、発起人候補の方が来られ、9

月から準備にかかる予定です。佐賀県については会員が少ないので設

立を呼びかけるメールを出すことになりました。 

　さらに沖縄県の設立準備会が９月４日（土）に行われることが報告され、

沖縄県が九州地区ブロックに属することが確認されました。 

（支部推進部  今村彰隆） 

平成16年度 

月 日  

場 所  

平成16年11月3日（水・祝日） 

大阪産業大学 

今年度の総会は、大学祭に合わせて開催いたします。 
久し振りに大学へ来てみませんか！※詳しくはP2～3参照。 

校友会総会・懇親会 
のご案内 

●木下基次（H13環境） 
【結婚式】平成16年6月9日 

●宅川早苗（旧姓南）（H10経営） 
【結婚式】平成15年2月15日 

●山田　心（H12土木） 
【結婚式】平成16年4月18日 

『皆様お元気かな？ 
いつまでもあの頃のままで…。』 

大阪産業大学校友会会報　凡友67号 

前号で実施しましたアンケートの意見欄に、大学の全体写真

を見てみたいとの要望が多数あり、航空写真を表紙にしました。

ご存知のように大学の敷地は細長く、写真で見るように周り

の景色も写っていますが、2～3ページのキャンパスマップを

参考にお楽しみください。　　　　　　　　　　　　（編集部） 

森　隆弥氏　（S39交短経） 
鈴木雅雄氏　（S40交短機） 
土井義文氏　（S42短自） 
門野　一氏　（S46短自） 
藤田清孝氏　（S47経営） 
木村佳正氏　（S51経営） 
五味徹也氏　（S52機械） 
河原克則氏　（S58経営） 
榎　智己氏　（S61経営） 
寺田剛夫氏　（S63土木） 
笹　良次氏　（H4短自） 
春原研二氏　（H10交機） 
杉原 記氏　（H11短自） 
藤原幸治氏　（H11短自） 

平成14年3月14日ご逝去  
平成15年9月ご逝去  
平成15年12月23日ご逝去  
平成16年1月29日ご逝去  
平成15年6月30日ご逝去  
平成15年8月3日ご逝去  
平成11年9月ご逝去  
平成15年10月9日ご逝去  
平成15年7月7日ご逝去  
平成15年12月2日ご逝去  
平成15年11月20日ご逝去  
平成16年2月8日ご逝去  
平成15年8月31日ご逝去  
平成13年9月30日ご逝去  


